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「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
以
降
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
や
東
欧
に
つ
い
て
の
選
挙
や

投
票
行
動
の
実
証
研
究
が
急
増
し
、
政
党

制
や
民
主
主
義
定
着
の
議
論
が
先
進
民
主

主
義
国
を
超
え
て
広
が
る
こ
と
に
貢
献
し

た
。
他
方
、
ア
ジ
ア
の
途
上
国
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
大
半
は
個
々
の
選
挙

結
果
の
解
釈
で
あ
り
、
各
国
に
つ
い
て
の

通
時
的
分
析
は
極
め
て
少
な
い
。
本
書
は
、

一
人
あ
た
り
の
国
民
所
得
が
五
〇
〇
〇
ド

ル
以
下
の
ア
ジ
ア
五
カ
国
（
イ
ン
ド
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
ト
ル
コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
投
票
行
動
を
計
量
分
析

し
、
横
断
的
お
よ
び
国
別
の
特
徴
を
導
く

こ
と
を
試
み
た
。
以
下
で
は
本
書
の
設
問
、

知
見
、
そ
し
て
各
章
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
東
欧
に
比
べ
て
、

ア
ジ
ア
の
途
上
国
で
は
宗
教
・
宗
派
や
民

族
な
ど
の
利
益
や
価
値
観
の
差
異
、
す
な

わ
ち
社
会
の
「
亀
裂
」
が
顕
著
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
亀
裂
を
基
準
に
し
た
政
党
と

有
権
者
の
結
び
つ
き
が
強
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
選
挙
に
よ
る
政
権
交

代
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。「
政
党
」
選

択
が
固
定
的
な
の
に
、「
政
権
」
選
択
が

流
動
的
な
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
有
権

者
が
亀
裂
の
み
な
ら
ず
政
権
の
経
済
業
績

を
も
判
断
材
料
に
投
票
し
て
い
る
こ
と
が
、

各
国
分
析
の
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
亀
裂
投
票
は
ど
の
よ
う
な

状
況
で
強
く
あ
る
い
は
弱
く
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
業
績
投
票
は
民
主
主
義
経

験
の
長
さ
、
経
済
安
定
性
、
政
権
の
種
類

な
ど
の
マ
ク
ロ
条
件
に
影
響
を
受
け
る
の

だ
ろ
う
か
。
五
カ
国
の
比
較
考
察
の
結
果

得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
ま
ず
、
亀
裂
の
点
で
は
、
主

要
な
亀
裂
集
団
の
人
口
規
模
が
拮
抗
し
て

い
る
競
合
型
（
ト
ル
コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
、
主
要
な
亀
裂
集
団

が
人
口
規
模
で
多
数
派
と
少
数
派
に
別
れ

る
多
数
派
優
位
型
（
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン

カ
）
が
あ
る
。
競
合
型
で
は
亀
裂
投
票
が

恒
常
化
し
て
い
る
の
に
対
し
、
多
数
派
優

位
型
で
は
亀
裂
投
票
は
、
政
治
的
緊
張
が

高
ま
っ
た
と
き
に
し
か
顕
在
化
し
な
い
。

こ
れ
は
、
競
争
力
の
弱
い
少
数
派
が
通
常

は
自
ら
に
よ
り
近
い
多
数
派
を
選
ぶ
と
い

う
次
善
の
策
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
業
績
投
票
は
、
議
会
制
民
主

主
義
の
歴
史
が
長
い
四
ヵ
国
で
認
め
ら
れ

る
の
に
対
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
他
の

新
興
民
主
主
義
国
と
同
様
、
与
党
・
野
党

と
い
う
区
分
で
は
な
く
、
新
体
制
政
党
・

旧
体
制
政
党
と
い
う
区
分
が
意
味
を
持
つ
。

ま
た
、
業
績
投
票
を
規
定
し
て
い
る
経
済

変
数
は
、
経
済
が
安
定
的
な
場
合
（
イ
ン

ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
）
は
比
較
的
短
期
の
経

済
指
標
だ
っ
た
の
に
対
し
、
経
済
が
不
安

定
な
場
合
（
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

は
よ
り
長
期
の
指
標
だ
っ
た
。
経
済
が
恒

常
的
に
不
安
定
な
国
で
は
、
選
挙
直
前
に

景
気
が
拡
大
し
て
も
、
近
い
過
去
に
起
き

た
経
済
危
機
で
の
政
府
責
任
を
有
権
者
は

帳
消
し
に
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
研
究
の
知
見
を
、
国
別
に

概
観
し
よ
う
。
第
二
章
（
近
藤
論
文
）
は
、

イ
ン
ド
に
お
い
て
イ
ン
フ
レ
と
宗
教
間
対

立
が
与
党
票
の
変
化
に
及
ぼ
す
影
響
を
、

時
系
列
お
よ
び
一
時
点
の
選
挙
区
別
デ
ー

タ
か
ら
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
経
済
変

数
で
は
中
期
的
所
得
変
化
で
は
な
く
、
短

期
の
イ
ン
フ
レ
率
が
、
亀
裂
変
数
で
は
宗

教
対
立
が
先
鋭
化
し
た
と
き
の
宗
教
暴
動

指
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
、
現
状
で
は
入
手
不
可

能
な
宗
教
別
与
党
支
持
率
を
生
態
的
に
推

計
し
、
宗
教
的
多
数
派
よ
り
も
少
数
派
の

投
票
率
が
高
い
こ
と
を
見
つ
け
た
。
少
数

派
は
支
持
政
党
に
高
率
で
投
票
す
る
こ
と

で
そ
の
数
的
不
利
を
補
っ
て
い
る
。

　

第
三
章
（
三
輪
論
文
）
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
に
お
け
る
支
持
政
党
や
業
績
評
価
基
準

が
、
民
族
的
お
よ
び
（
民
族
分
布
を
反
映

す
る
）
地
域
的
に
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
、

選
挙
結
果
や
世
論
調
査
の
集
計
デ
ー
タ
か

ら
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
多
数
派

シ
ン
ハ
ラ
人
の
支
持
は
二
大
政
党
の
間
で

分
か
れ
る
の
に
対
し
、
少
数
派
タ
ミ
ル
人

は
こ
の
う
ち
ひ
と
つ
の
政
党
に
支
持
を
寄

せ
て
い
る
。
業
績
評
価
基
準
で
も
、
シ
ン

ハ
ラ
人
は
経
済
状
況
を
、
タ
ミ
ル
人
は
民

族
紛
争
和
平
策
を
、
最
も
重
視
し
て
い
る
。

シ
ン
ハ
ラ
人
は
国
民
の
七
割
以
上
を
占
め

る
の
で
選
挙
結
果
を
左
右
す
る
の
は
経
済

実
績
で
あ
る
。
そ
の
た
め
与
党
は
民
族
紛

争
和
平
で
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
て
も

経
済
実
績
が
悪
け
れ
ば
政
権
を
追
わ
れ
る
。

　

第
四
章
（
間
論
文
）
は
、
経
済
成
長
が

不
安
定
で
連
立
・
短
期
政
権
が
多
い
ト
ル

コ
に
つ
い
て
マ
ク
ロ
お
よ
び
ミ
ク
ロ
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
先
進
国
よ
り
は
途
上

国
に
特
徴
的
な
結
果
を
得
た
。
ま
ず
、
主

に
単
一
時
系
列
デ
ー
タ
の
検
証
で
は
、
マ

ク
ロ
経
済
指
標
で
は
選
挙
直
前
一
年
間
で

は
な
く
過
去
二
年
間
の
経
済
成
長
が
よ
り

重
要
だ
っ
た
。
有
権
者
の
業
績
評
価
が
甘

く
な
る
の
は
（
先
進
国
の
よ
う
に
）
連
立

政
権
に
対
し
て
で
は
な
く
、（
崩
壊
し
た

前
政
権
の
後
に
成
立
し
た
）
中
継
ぎ
政
権

に
対
し
て
だ
っ
た
。
つ
ぎ
に
二
つ
の
個
票

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
業
績
投
票
基
準
で
は

過
去
の
み
な
ら
ず
将
来
、
国
内
経
済
の
み

な
ら
ず
個
人
家
計
も
重
要
で
あ
る
こ
と
、

党
派
性
や
亀
裂
の
影
響
を
除
去
し
て
も
、

経
済
業
績
評
価
が
与
党
支
持
・
不
支
持
を

決
定
づ
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
五
章
（
中
村
論
文
）
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
（
小
選
挙
区
制
）
選
挙
で
は
、
民
族

混
合
選
挙
区
に
お
い
て
多
民
族
連
合
与
党

が
強
い
と
い
う
パ
ズ
ル
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
理
由
は
、
与
党
が
推
す
候
補
は
（
マ

レ
ー
系
、
非
マ
レ
ー
系
と
も
に
）
民
族
的

主
張
が
穏
健
な
た
め
、
異
な
る
民
族
に
属

す
る
有
権
者
か
ら
の
支
持
を
得
や
す
い
こ

と
に
あ
っ
た
。
彼
の
民
族
別
投
票
モ
デ
ル

は
選
挙
区
別
時
系
列
分
析
で
そ
の
有
効
性

が
確
認
さ
れ
た
。
業
績
投
票
に
つ
い
て
も

州
別
時
系
列
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
与
党
は

選
挙
で
常
勝
し
て
い
て
も
、
経
済
成
長
率

や
失
業
率
が
悪
化
す
れ
ば
、
そ
の
支
持
率

が
低
下
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
六
章
（
川
村
・
東
方
論
文
）
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
一
九
九
八
年
民
主

化
後
の
政
党
制
が
、
権
威
主
義
樹
立
以
前

（
一
九
五
五
年
）
の
政
党
制
と
の
共
通
点

が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
始
ま
る
。

一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
四
年
総
選
挙
デ
ー

間　

寧

新
刊
紹
介

間　

寧
編
研
究
双
書

№
五
七
七
『
ア
ジ
ア
開

発
途
上
諸
国
の
投
票

行
動―

亀
裂
と
経
済
』

アジア経済研究所
2009年



BOOK SHELF

39 ―アジ研ワールド・トレンドNo.167（2009. 8）

タ
分
析
の
結
果
、
宗
教
性
亀
裂
や
民
族
的

亀
裂
の
度
合
い
が
各
政
党
の
支
持
率
を
左

右
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
一
九
五
五
年
の

政
党
制
と
極
め
て
類
似
し
た
状
況
で
、
亀

裂
の
政
治
的
影
響
が
持
続
的
で
あ
る
こ
と

が
伺
え
る
。
他
方
、
経
済
状
況
が
悪
く
な

る
と
与
党
票
が
減
る
と
い
う
通
常
の
業
績

投
票
は
、
二
つ
の
選
挙
と
も
に
観
察
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
経
済
状
況
が

良
く
な
る
と
（
経
済
政
策
に
強
い
）
旧
体

制
政
党
の
ゴ
ル
カ
ル
が
支
持
を
拡
大
し
、

経
済
状
況
が
悪
く
な
る
と
（
貧
困
救
済
活

動
で
知
ら
れ
る
）
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
へ
の

支
持
が
集
ま
る
と
い
う
関
係
が
見
て
取
れ

た
。
権
威
主
義
政
権
下
で
も
議
席
を
持
っ

て
い
た
政
党
（
ゴ
ル
カ
ル
と
イ
ス
ラ
ー
ム

政
党
）
は
、
そ
の
得
意
と
す
る
政
策
領
域

が
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
、
民
主
化
後
に

登
場
し
た
政
党
（
闘
争
民
主
党
）
は
得
意

分
野
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
国
民
は
政
党
の

過
去
の
実
績
を
よ
り
重
視
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

執
筆
者
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
苦
労
は

デ
ー
タ
の
制
約
だ
っ
た
。
個
票
レ
ベ
ル
の

デ
ー
タ
の
入
手
が
き
わ
め
て
難
し
い
た
め
、

選
挙
区
や
地
方
レ
ベ
ル
で
の
集
約
デ
ー
タ

を
も
っ
ぱ
ら
使
っ
た
。
そ
の
た
め
、
個
人

の
投
票
行
動
に
つ
い
て
の
仮
説
を
集
約

デ
ー
タ
か
ら
推
計
す
る
た
め
の
工
夫
を
重

ね
た
。
ま
た
、
新
興
民
主
主
義
国
で
は
選

挙
制
度
が
頻
繁
に
改
変
さ
れ
る
と
と
も
に

経
済
状
況
も
変
動
が
激
し
い
。
そ
の
な
か

で
一
貫
し
た
傾
向
を
描
き
出
そ
う
と
し
た

の
が
本
書
で
あ
る
。

（
は
ざ
ま　

や
す
し
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）




